２０１７年９月９日
北九州革新懇第１８回総会議案
１　第１７回総会以後の活動経過

活動日誌　(２０１６年６月１１日～２０１７年９月９日)　　＜太字が革新懇関係＞
	　6月11日
	土
	北九州革新懇第17回度総会

	6月15日
	水
	北九州革新懇ニュース№83発送　

	6月17日
	金
	第１９９回さよなら原発金曜行動

	6月19日
	日
	平和をあきらめない北九州ネット街宣

	6月24日
	金
	第２００回記念さよなら原発金曜行動

	6月25日
	土
	憲法共同センター戦争法街宣

	7月10日
	日
	参議院選挙投票

	7月17日
	日
	国民平和行進

	7月18日
	月
	国民平和行進

	7月21日
	木
	憲法共同センター第１２回運営委員会

	7月30日
	土
	城野遺跡の現地保存を進める会西谷正講演会

	8月7日
	日
	辺野古土砂搬出反対北九州連絡協議会総会

	8月15日
	月
	北九州革新懇ニュース№84発送

	8月26日
	金
	憲法共同センター第１３回運営委員会

	9月3日
	土
	戦争法廃止小倉駅宣伝行動

	9月15日
	木
	北九州革新懇ニュース№85発送　

	9月19日
	月
	戦争法廃止を求める北九州集会３５０人

	9月28日
	水
	憲法共同センター第１４回運営委員会

	10月9日
	土
	戦争法廃止小倉駅宣伝行動

	10月15日
	土
	北九州憲法共同センター第３回総会講演上脇博之

	10月15日
	土
	北九州革新懇ニュース№86発送

	10月19日
	水
	戦争法廃止を求める北九州集会

	10月28日
	金
	憲法共同センター第１回運営委員会

	11月5日
	土
	小倉駅戦争法廃止宣伝

	11月13日
	日
	平和のための戦争展ｉｎ北九州

	11月25日
	金
	憲法共同センター第２回運営委員会

	11月26日
	土
	9条の会・北九州憲法ネット第13回総会　講演渡辺治

	12月19日
	月
	戦争法廃止を求める北九州集会

	２０１７年
	
	

	1月13日
	金
	北九州地区労連新年旗開き

	1月14日
	土
	戦争法廃止小倉駅宣伝行動

	　1月29日　
	日　
	北九州市会議員選挙

	2月2日
	木
	憲法共同センター第３回運営委員会

	2月15日
	水
	北九州革新懇ニュース№87発送　

	3月9日
	木
	憲法共同センター第４回運営委員会

	3月15日
	水
	北九州革新懇ニュース№88発送　

	3月19日
	日
	アベ政治を許さないｉｎ福岡県集会

	4月8日
	土
	共同センター小田川義和講演会

	4月15日
	土
	北九州革新懇ニュース№89発送

	4月22日
	土
	戸畑革新懇第7回総会

	4月25日
	火
	憲法共同センター第５回運営委員会

	5月3日
	水
	北九州憲法集会　講演佐高信

	5月13日
	土
	戦争法廃止小倉駅宣伝行動

	
	土
	八幡西区革新懇第5回総会

	5月20日
	土
	憲法共同センター第６回運営委員会

	6月12日
	月
	憲法共同センター第７回運営委員会

	6月15日
	木
	共謀罪法強行採決

	
	
	北九州革新懇ニュース№90発送

	6月17日　　
	土　
	小倉南革新懇第7回総会

	6月23日
	金
	北九州革新第１回拡大事務局会議

	7月1日
	土
	憲法連続講座　対話による平和構築

	7月2日　　
	日　　
	東京都議会議員選挙

	7月29日
	土
	第9回市民講座　公共施設マネジメントと街づくり

	8月1日
	火
	北九州革新懇第1回世話人会

	8月20日
	日
	北九州革新懇ニュース№91発送

	8月30日
	水
	北九州革新懇第２回世話人会

	９月９日
	土
	北九州第１８回総会


２　北九州革新懇活動総括（第17回総会～第18回総会）
1)　地域革新懇を中心にした活動、他団体とも連携
　　北九州革新懇は、全体企画は実施されず、地域革新懇を中心にした活動にとどまった。また、北九州憲法共同センター、９条の会・北九州憲法ネット、北九州市民の会と連携し、各団体主催の取り組みに共同して活動した。
2）映画「母―-小林多喜二の母」と沖縄に連帯する映画「標的の島　風かたか」の上映運動
上映運動の成功のために北九州革新懇として各区革新懇とともに奮闘しました。映画「母―-小林多喜二の母」は、４日間の上映で参加者は１３０６名。三上智恵監督の映画「標的の島　風かたか」の上映運動にも上映実行委員会の一員として取り組み、７月９～１０日の2日間で、５０７人の参加。
3)　北九州革新懇ニュースの発行

 №８３～９１まで発行し、６人のインタビュー記事を掲載しました。
4) 北九州革新懇ホームページの公開と更新について

北九州革新懇のホームページ（　http://kakusinkon.at-ninja.jp/）更新を継続し、最新ニュースと活動状況を掲載してきた。
3　各区革新懇の活動報告

小倉南革新懇の活動報告

　２０１６年度は参議院選挙の年でもあり「安倍暴走政治を止めよう」「憲法守ろう」と参院選勝利を目指し、全国革新懇の方針のもとに、構成団体でもある日本共産党の躍進や国民的運動によって「野党の共闘」が広がった年でもありました。
小倉南革新懇は、昨年６月、第６回総会を行い46名が参加し「国会報告と国民連合政府の展望」と題して、真島省三日本共産党衆議院議員に講演をしていただきました。また、インタビュー記事の投稿など、北九州革新懇の行事にも積極的に取り組んできました。
総会以降は、毎月1回の事務局会議を行い、３か月に１回の定例学習会、活動方針の具体化に向け次のような取り組みを行ってきました。
　小倉南革新懇と小倉南区西部９条の会は、毎月９日守恒サンリブ前で戦争法反対の宣伝・署名行動を行ってきました。今年２月からは、「共謀罪法反対」の署名に取り組みました。
　定例学習会では、９月１７日（土）に「新聞報道～マスメディアの役割」について、毎日新聞西部本社在勤の林田英明氏に講師をお願いし、新聞報道の在り方についてお話をしていただきました。安倍政権のメディアへの介入が推し進められている報告に参加者は真剣に聞き入っていました。参加者は５６名。また、３月には仁比そうへい参議院議員に「共謀罪」についてお話をしていただきました。仁比議員は国会報告も行いながら共謀罪の危険性について講演、治安維持法によって共産党が弾圧され、ファシズムへ突き進んでいった経過や７２年間守られてきた日本国憲法の大切さが話されました。
地域での取り組みについては、２０１６年８月１日19時から迷彩服の自衛隊員７０数名が北方駐屯地から平尾台に向けて行った夜間行進に対し、民主団体７団体と北方自衛隊に抗議分を手渡し中止を求めました。１１月１６日の「祝賀飛行企画」についても「市街地の低空飛行は許さない」と９団体で企画を中止すよう要請しました。北九州革新懇掲載のインタビューでは、昨年９月「ＮＰＯ法人チャイルドライン北九州」で理事長をされている、北九州市立大学教授の河嶋氏を訪問、子供の貧困が社会問題となっており学生とともに教育問題、貧困問題など社会を変える必要など語られました。今年の４月号では弁護士として「カネミ油症」裁判など多くの裁判闘争に取り組んでいる小倉南法律事務所の高木健康弁護士を訪問、平和運動や北九州市長選に立候補するなど多彩な活動に参加し、地域でも身近な相談活動も行っており、今後の抱負など話していただきました。私たちは、今後も小倉南区の民主団体と協力し、安倍内閣を退陣に追い込み「三つの共同目標」を指針に活動方針の具体化に向けて取り組んでいきたいと思います。
若松革新懇の活動報告

若松革新懇では再結成以来2カ月に1回世話人会を開いて若松区民をとりまく状況を出しあい、学習会や楽しい企画も入れながら会員を少しずつ増やしてきました。
１昨年11月、響灘埋め立て地にあるPCB処理施設でベンゼンもれが発覚し、改めて北海岸のゴミで埋め立てられた土地にさまざまな施設が建てられていることが話題となりました。そんな中、響灘に洋上風力発電の風車が140基、発電量は玄海原発を上回る施設が建設されることがわかりました。世話人会でまずは学習をしようと、この問題に詳しい八記博春市議（当時）と山内涼成市議から経過や問題点などを報告してもらいました。いつの間にか建設が決められていて、若松ではほとんどの住民はこの計画を知りません。下関市安岡や和歌山県では低周波などの影響が問題になり反対運動がおきていることを知り、若松でも市民に広く知らせてみんなで低周波や環境に与える影響について考えていこうと話し合いました。
「見て、聞いて、守ろう安全な街」と題して、5月10日、見学会と出前講演を計画し、港湾空港局から説明を受けたあと、八記・山内両市議と山口県議をまじえて学習し意見をだし合いました。当日は30人の参加で計画の内容を聞きましたが、市は低周波の問題については「聞こえない『音』は影響ない」との認識しかありませんでした。
納得できないので次回は「低周波」の問題をもっとくわしく学ぼうと2回目の学習会を9月10日に計画し、チラシ3000枚を北海岸に近い小石地域を中心に3紙に折り込みました。地元で有名な渡辺耳鼻咽喉科の院長先生には「低周波の人体への影響」について、工学博士の真鍋先生には「低周波が人体にどのようにして伝わるか」について話していただき、個人差はあるが大きな影響を受ける人がいること、人体に伝わらないように防ぐ方法があることがわかりました。もっとくわしく知りたいと11月27日にも学習会を開き、真鍋先生のお話しと、山口県議から環境省へのパブリックコメントの回答についての説明も聞き認識を深めました。
その後、革新懇だけでなくもっと広く呼びかけて、北九州市のエネルギー政策、若松のエネルギー基地化について考えていこうと、環境団体や区民の会のメンバーも入り6回の話し合いを持ち、今年6月25日、4回目の「見て、聞いて、守ろう安全な街」学習会を開きました。
昨年の出前講演は港湾空港局からでしたが今度は環境局地域エネルギー推進課の担当に変わりました。風車は最大44基となりましたが1基の発電量が大きく総出力は当初計画と変わらない規模です。市当局からは前回と違い「低周波」が発生し影響があることも考えられるとの見解が示され、出前講演のあとは環境委員会の柳井誠市議と経済港湾委員会の山内涼成市議を交え意見交換をしました。
今後は「若松のエネルギー基地化を考える会」として多くの参加を呼びかけ、安全な街づくりを考えていきます。
若松革新懇では引き続き世話人会を定期的に開いて情報交換し、楽しい企画も入れながら、いろいろな問題に取り組み、政治革新のため活動していきたいと思います
八幡西革新懇の活動報告

今年、全国革新懇は結成から３５周年を迎えました。この間「三つの共同目標」を掲げ一致点を追求し、対話と懇談、共同をねばり強く広げてきました。

　今、暴走する安倍政権を退陣させ「戦争法廃止の政府」構想を持ち、国政選挙で野党共闘を進めるという新しい段階を迎えています。私たちは革新懇「３５年のあゆみ」を確信に「戦争法廃止」をはじめ、国民運動の発展に革新懇が共同の大きな役割を果たすことが求められています。

　八幡西区革新懇(２０１６年度)は、この１年、１２回の世話人会を開き活動を進めてきましたが以下、主な活動経過について報告します。

(1) 安保法制(戦争法)廃止を求める運動について

　　　戦争法廃止を求める宣伝・署名行動は、２０１６年６月まで、八幡地区実行委員会主催で毎週金曜日、黒崎駅前で実施され、革新懇は中心的な役割を果たしてきました。地区実行委員会主催の取り組みは、参議院選挙(６月～７月)施行で一旦中断しましたが、戦争法強行から１年となる９月中旬、黒崎駅前で抗議・宣伝行動を展開しました。

　革新懇は、月末の金曜日、黒崎駅前において定例宣伝行動を継続しています。さらに、平和をあきらめない北九州ネットが結成され「戦争法」を強行した「安倍政権を許すな」の小倉駅前行動にも取り組んでいます。

(2)原発再稼働反対の宣伝・署名行動等について

　　　東日本大震災・福島原発事故から６年、事故収束の見通しは立たず、未だ８万人を超える県民が避難生活を強いられ、故郷に帰れない不安な麻衣につを過しています。このような避難者切り捨て政治、原発再稼働を進めるアベ政治は許しません。

　　　八幡西革新懇は、毎月１１日、黒崎駅前の「さよなら原発!八幡西連絡会」と共同した宣伝・署名行動や小倉駅前行動、３・１１北九州集会等大規模集会成功のためにも取り組んできました。さらに限界原発「再稼働反対」の原告団学習会にも取り組んでいます。

(３)不当解雇・労働争議の早期解決をめざす支援活動について

　　　労働法制改悪をはじめとする横暴な安倍政権の下、北九州地区労連に対し、地域の労働者からパワハラ・セクハラ、未払い賃金、不当解雇問題など解決を求める労働相談が多く寄せられています。未組織労働者が主ですが労働組合に加入し、会社側と交渉や労働審判・裁判等で解決を図っています。

　◇ＪＭＴＵ安川支部　上田さん地位確認事件　　高裁和解解決　５年

　◇ツクイ・マタハラ西原さん損害賠償事件　　　　高裁和解解決　２年

　◇北九州ユニオン(東洋食品)　沢山さん未払い賃金請求事件　　地裁和解解決

(４)北九州革新懇ニュースインタビューの取り組み

　◆中西正之氏　日本科学者会議福岡核問題研究会
　　　　　(№８３)　　静岡大学工学部機械工学科卒　　脱原発運動に参加

　◆ペトンノクさん　　在日コリアンの歴史・文化の照会　　小中学校の生徒と交流

　　　　(№８７)　　　　　朝鮮人連行等、負の歴史で平和の懸け橋となる活動
戸畑革新懇の活動報告
　戸畑革新懇は2015年6月20日の第5回総会以後、つぎのような活動に取り組んできました。
(１)戦争法案ストップ、つづく戦争法＝安保法制の廃止を求める活動。
・前回総会で当面の第一の課題として「戦争法案」強行を阻止する活動に全力をあげることを決め、その具体化と実践に取り組みました。日本共産党戸畑区委員会と戸畑革新懇の呼びかけで6月に「戦争法案ストップ！戸畑共同委員会」を結成。以後9月19日の参議院での法案強行まで、毎週金曜日の宣伝・署名行動、戸畑共同委員会の独自ポスター「戦争法案ストップ！」の作成・張り出し、宣伝カーの運行、25か所の寺院・教会など宗教者への共同の呼びかけ、「9.14　緊急街頭アピール行動」などに取り組みました。
・9月19日の戦争法案強行採決以後、たたかいは戦争法廃止を求める新たな段階に移りました。10月2日「戦争法案ストップ！戸畑共同委員会」は、名称を「戦争法廃止！戸畑共同委員会」とあらため運動を継続、前進させることを決めました。運動に中心に、「戦争法の廃止を求める統一署名」にすえ、現在進行中です。この間、毎月第一金曜日と「19日の行動」――宣伝・署名行動を戸畑駅前で継続して行ってきました。宣伝カーの運行も継続し、12月3日から毎月「3日の日」には「浅生公園」で、「アベ政治を許さない」のスタンディングに取り組んでいます。今年1月には、労組5、病院・医院23、寺院15、生協2など45カ所を訪問、戦争法廃止の2000万「統一署名」への協力を申し入れました。
・2000万「統一署名」は、現在戸畑区で（5,357）筆となっています。5月3日の憲法記念日に向けて、目標達成のために力をつくします。
（２）原発ゼロ・沖縄の新基地建設反対・消費税10％増税中止などの活動。
・「原発ゼロの日本」をめざし、毎月11日戸畑駅前で「原発からの撤退を求める署名」「鹿児島・川内原発の再稼働反対の署名」に取り組んできました。東日本大震災・福島原発事故から5年目となる今年3月11日の宣伝・署名行動は、通算で51回目。「脱原発をめざす戸畑の会」代表の鍬塚さと子さんらが署名への協力をよびかけ、45分間でいつもの月の「11日行動」より多い57人の人たちが署名に応じてくれました。
・「消費税廃止戸畑各界連絡会」の毎月24日の宣伝・署名行動――消費税10％増税中止を求める取り組みに協力してきました。
・沖縄・辺野古への新基地建設に反対する運動の一つとして、映画「戦場ぬ止み」に上映に取り組み、10月9日の戸畑の2会場にあわせて120人が映画を鑑賞しました。上映の収益金の10223円は沖縄連帯の活動に生かすことにしています。
（３）「北九州革新懇ニュース」のインタビュー、革新懇会員と読者の拡大。
・北九州革新懇ニュース8月号、12月号の「インタビュー」にそれぞれ戸畑区から南嘉久福岡県被団協事務局長、玄海原発差し止め訴訟の原告・三原泰尚さんが登場。
・前回総会以後、2名の革新懇会員・「全国革新懇ニュース」読者が増えました貴重な成果です。
４　北九州革新懇第１８回総会活動方針
1)　革新懇運動をめぐる情勢と活動の基本方針

安倍首相は５月 ３日、憲法９条を改悪し、自衛隊を明記した「改悪憲法」を２０２０年に施行する目標を公然と打ち出しました。しかし、東京都議選で、自民党が５９から３６議席減の２３議席という歴史的大惨敗を喫し、共産党は１７から１９議席への前進という結果や、４２選挙区のうち、２１選挙区で、推薦・支持などの野党共闘が実現したこと等、新しい政治への展望を大きく切り開きました。また、世論調査でも内閣支持率が急落し、不支持率が大幅に上回り、もはや国民は安倍政権を見限った状況です。しかし、安倍内閣は憲法明文改憲の野望は決して放棄しておらず、次期総選挙で改憲勢力が議席の３分の２を失う前に、改憲を強行しようとしています。革新３目標を掲げた私たちの活動と、安倍改憲内閣との激突の闘いは、日本の将来を決する重大な歴史的闘いとなっています。
1 安倍政権を打倒し何としても改憲を阻止する闘い

　自民党の考えている改憲スケジュールは次の通りです。今年中に自民党の改憲案をまとめ、臨時国会に提案し、２０１８年の通常酷国会で発議、同年末に国民投票の実施というものです。この改憲スケジュールは国民の闘いで変更せざるを得ないところに追い込んではいますが、一方で強行しようとする動きがなくなってはいません。自民党の考えている改憲案は、①自衛隊の存在の明記、②緊急事態条項、③教育の無償化、④参議院の合区解消の４点です。

７月に開かれた「総がかり行動実行委員会」は、１５８０万人の戦争法反対署名を集めた「総がかりを超える総がかり行動」を提起しました。９条改悪に突き進む安倍の暴走を阻止し、共謀罪の実体化阻止、戦争法具体化阻止、沖縄連帯の闘い、貧困・格差是正の闘い、森友・加計学園などの権力の私物化を許さない闘いと、「安倍９条改憲ＮО！」の取り組みの２本立てで闘うとしています。そして、新しい体制と呼びかけ人、賛同人を組織し、
①９月８日に「安倍９条改憲を許さない大行動出発集会」
②３０００万人を超える有権者署名の推進
③全国と地方で新たな組織の立ち上げと憲法大学習運動の展開
④月１回の定期集会と１１月３日の大集会の開催
などを提起しています。

北九州革新懇として、この提起を北九州で実現するために奮闘します。

　安倍政権を打倒するには、次期総選挙で必ず勝利しなければなりません。昨年の参議院選挙、新潟知事選挙、仙台市長選挙の結果は、市民と立憲野党の共闘が実現すれは、必ず総選挙で勝利し衆議院で改憲勢力の３分の２を打ち破ることができることを示しました。
　２０１４年の総選挙で、立憲野党合計票が自公を上回った小選挙区が６０あり、それだけでも改憲勢力は衆議院の３分の２を失います。昨年の参議院選挙１人区では、青森、山形は２５％程度の差を逆転して野党統一選挙が勝利しています。市民と野党の共闘の発展いかんではさらに与党を大きく追い込めることは可能です。東京の２５小選挙区中１９、埼玉県、千葉県、神奈川県、三重県ではすべての小選挙区で市民連合が結成されています。私たちは、北九州でも市民連合の結成に奮闘するものです。

　１０月２２日、青森４区、新潟５区、愛媛３区の３つの補欠選挙は極めて重要な選挙となります。市民と野党の統一で与党候補者を打ち負かすことが総選挙の統一に向けて重要な影響をもたらします。補欠選挙での勝利のための諸行動に積極的に参加します。

2 　市民の会活動との連携について

ア、　「平和とくらしを守る北九州市民の会」は次の通り基本方針を掲げて闘っています。

「北橋市政は、安倍暴走政治に追随し、アベノミクスの地方版である『地域創生』を率先してすすめ、住民自治と市民生活の破壊は深刻な状況になっています。下関・北九州道路建設等の大型公共事業に前のめりになっている一方で、公共サービスを削減する行財政改革と公共施設マネジメントを推進しています。私たちは、地域の生活要求を掲げた市民運動に取り組み、議会闘争と市民のための市政づくりを目指していくことが要請されています。公共施設削減提案も市民要求、市民運動の実態も、各区により具体的・実践的には異なります。このため、各区民の会を結成・再開させ、各区の住民要求をまとめ、対市交渉を継続し、自主的な地域活動・まちづくりが進むことをめざしていかなければなりません。２年後の市長選挙も見据えながら、市民要求運動と『市民の会』の日常的な活動の飛躍を期したい。」市民の会の一員として北九州革新懇もこの立場で各区革新懇と共に奮闘するものです。」
イ、地方自治体の窓口業務について、地方独立行政法人に外部委託できるとした地方自治法などの改悪が、先の第１９３通常国会で成立しました。これにより、戸籍、住民基本台帳、マイナンバー、地方税、国民健康保険、高齢者医療、国民年金等々の窓口業務は、公務員でない人たちによって執り行われることとなります。こうなれば、もはや区役所は自治体とは言えないものとなりかねません。これまでも一部の自治体で戸籍業務などが民間委託され、戸籍法違反や偽装請負等が問題となり、一部が直営に戻されるなど民間委託は破綻しています。自治労連は、「窓口業務の民間委託に反対し、自治体の直営での充実と必要な人員の確保のために住民との共同で闘う」としており、私たち北九州革新懇もこの立場で奮闘します。

ウ. 安倍政権は、「戦争する国づくり」の主要な柱として教育を大変重視しています。その一環として、小学校の道徳の教科が２０１８年度から教科書を使うことになります。ただでさえ、人の心を国が縛ることにつながる道徳の教科化、一方的な価値観が押し付けられる危険が一層強まります。また、新中学校学習指導要領の教科「保健体育」武道の選択種目に「銃剣道」が追加されました。銃剣道は防具を着けた状態で、小銃に似せた木銃（もくじゅう）で相手の喉や胴の部分などを突く競技です。旧日本軍の格闘術で、自衛隊の訓練に使われています。自衛隊の訓練で使われる銃剣道が教育現場にもちこまれることや、「指導者として自衛隊がかかわってくるのでは」などと危惧する声があがっています。こうした状況の下で、市民の会は俵義文氏(子どもと教科書全国ネット２１事務局長)を講師に「教育問題」をテーマにした第１０回市民講座を開催予定です。その成功のために奮闘します。
２)　具体的な活動の提案

1 小倉北区の革新懇の結成、門司区革新懇の再開、八幡東区革新懇の組織整備の課題は引き続き北九州革新懇の大きな課題となっています。地域で、自主的に革新懇運動が発展していくことが革新３目標を達成していく基本です。７行政区での革新懇結成と発展に全力を尽くします。

2 毎年開催されている革新懇地域・職場・青年革新懇全国交流会は、今年は１１月に名古屋市で開催されます。今年も各区革新懇として複数での参加を今から準備していきます。

3 全国革新懇ニュースから学び、開始したインタビュー記事の掲載は、いまや北九州革新懇ニュースの特徴となって読者に喜ばれています。また、インタビューに応じていただいた識者とは、その後も機会あるごとに交流を続け、当面の課題である市民連合の結成につながる運動になっている面も生まれています。今後も、この活動を共同の広がりの重要な契機として継続し、読んで楽しいニュース発行をしていきます。

4 全国で取り組まれている青年革新懇は、運動の継続的な発展を目指すうえで大変重要です。そのための努力を続けます。また、職場革新懇づくりも引き続き課題となっています。
5 北九州革新懇ホームページの充実を図っていきます。インターネットの活用が選挙期間にも開放されている今日、ＳＮＳなどネットの活用は、ますます大事な活動となっています。今期も、ニュースや活動状況を公開し、見て楽しいホームページづくりを目指します。
5　役員体制
1 現在の役員の再任を基本とし、留任の意志を確認する

2 各区革新懇から２名の選出枠を確保する

	1
	代表世話人
	三輪　俊和
	北九州市民の会事務局長

	2
	代表世話人
	上西　創造
	キリスト者・９条の会北九州代表

	3
	代表世話人
	近藤　隆子
	新日本婦人の会八幡東支部長

	4
	代表世話人
	篠田　清
	日本共産党福岡県委員会副委員長

	5
	代表世話人
	嶋田　昭英
	小倉民商会長

	6
	代表世話人
	田中　信而
	戸畑革新懇世話人

	7
	代表世話人
	永富　雅生
	北九州地区労連議長

	8
	代表世話人
	三宅　昌
	財団法人健和会理事長

	9
	代表世話人
	横光　幸雄
	弁護士自由法曹団北九州支部

	10
	世話人
	青木　信恭
	戸畑革新懇事務局

	11
	世話人
	有馬　和子
	小倉南革新懇世話人

	12
	世話人
	池村　好順
	八幡西区革新懇世話人

	13
	世話人
	石田　康高
	日本共産党北九州市会議員団団長

	1４
	世話人
	礒田　英実
	自治労連福岡県本部委員長

	1５
	世話人
	黒坂　佳男
	小倉南革新懇事務局長

	1６
	世話人
	河野　よう子
	国民救援会北九州総支部副総支部長

	17
	世話人
	塩田　俊男
	北九州第一法律事務所事務局長

	18
	世話人
	須崎　和幸
	北九州革新懇事務局長

	19
	世話人
	田中　光明
	日本共産党北九州市議会議員

	20
	世話人
	日高　琢二
	福岡医労連役員

	21
	世話人
	藤本　修子
	小倉タイムス記者

	22
	世話人
	細川　達也
	民青小倉地区委員会委員長

	23
	世話人
	宗久　友明
	北九州革新懇世話人

	24
	世話人
	毛利　義廣
	福岡県高齢者福祉生協副理事長

	25
	世話人
	森下　宏人
	門司革新懇事務局長

	26
	世話人
	三輪　幸子
	若松革新懇事務局長
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